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イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
・

　
　
　
　

防
御
の
強
化
を

問　

み
か
ん
の
収
穫
を
前
に
イ
ノ
シ

シ
が
み
か
ん
を
食
い
荒
ら
し
、
柑
橘

園
は
全
滅
し
た
と
農
家
の
方
が
話
さ

れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
、
高

齢
と
共
に
労
働
意
欲
も
減
退
し
、
耕

作
放
棄
者
が
多
数
増
え
、
向
こ
う
５

年
以
内
に
は
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
柑
橘
は
衰
退
の
一
途
を
辿
る
こ
と

に
な
る
。
緊
急
な
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
見
解
を
問
う
。

答
　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
柑
橘

被
害
が
、
本
年
度
は
特
に
顕
著
に
表

れ
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
増
加
は
、

イ
ノ
シ
シ
が
み
か
ん
の
味
を
覚
え
、

餌
と
し
て
認
識
し
て
き
た
事
も
考
え

ら
れ
る
。
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策

は
、「
捕
獲
」
と
「
防
御
」
と
「
棲

み
分
け
」、
こ
の
３
本
の
施
策
を
地

道
に
実
施
す
る
こ
と
が
現
時
点
で
の

対
策
と
考
え
て
い
る
。

要
望　

巷
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
は
周
防

大
島
町
の
人
口
よ
り
も
多
く
生
息
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ

て
い
る
が
、
実
際
に
は
生
息
頭
数
は

不
透
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
頭
数
が
年
々
増
加
し
て
き

て
い
る
。
こ
れ
は
捕
獲
技
術
の
向
上

に
も
よ
る
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
そ
れ
以
上
に
捕
獲
頭
数
に
比

例
し
て
イ
ノ
シ
シ
が
増
加
傾
向
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
一
刻
も
早
く
イ

ノ
シ
シ
の
増
加
に
歯
止
め
を
か
け
、

農
作
物
等
の
被
害
減
少
を
地
域
住
民

と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
イ
ノ

シ
シ
の
駆
除
と
防
御
体
制
の
強
化
を

要
望
す
る
。

問　

旧
屋
代
小
学
校
及
び
旧
椋
野
小

学
校
に
、一
時
保
存
中
の
大
島
歴
史
民

俗
資
料
館
の
民
俗
資
料
を
移
転
す
る

た
め
、旧
田
布
施
農
業
高
校
大
島
分
校

屋
内
運
動
場
が
改
修
さ
れ
、民
俗
資
料

の
移
転
作
業
も
完
了
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
旧
屋
代
小
学
校
及
び
旧

椋
野
小
学
校
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
等

を
お
聞
き
し
、
利
活
用
に
つ
い
て
積

極
的
に
取
り
組
み
、
屋
代
・
椋
野
地

区
の
発
展
策
・
活
性
化
に
資
す
る
よ

う
要
望
す
る
。
学
校
施
設
は
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
の
身
近
な
公
共
施
設

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
校
舎
な
ど
は

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
あ
る

場
合
が
多
く
、
廃
校
と
な
っ
た
後
も

で
き
る
だ
け
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
と
し
て
活
か
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
見
解
を
問
う
。

答
　
旧
屋
代
小
学
校
の
校
舎
は
旧
耐

震
基
準
に
基
づ
く
建
物
で
あ
る
た

め
、
民
俗
資
料
の
保
管
や
倉
庫
等
の

活
用
以
外
は
有
効
な
利
用
方
法
が
な

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
講
堂

に
つ
い
て
も
老
朽
化
し
た
木
造
建
物

の
た
め
、「
学
校
跡
地
施
設
利
用
検

討
会
」
に
お
い
て
は
有
効
な
利
用
方

法
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
町

長
部
局
で
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
旧
椋
野
小
学
校
跡
地
利
用
に
関

す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
、
避
難
所

と
し
て
の
機
能
の
確
保
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
活
動
拠
点
、
企
業
誘
致
、

椋
野
公
民
館
を
廃
止
し
て
同
様
の
機

能
を
旧
椋
野
小
学
校
に
整
備
す
る
。

等
々
の
利
用
案
が
あ
っ
た
。

吉田芳春議員

～未来につなごう～ 廃校の有効活用を

年　　度 捕獲頭数

平成23年度 642頭

平成24年度 998頭

平成25年度 1,290頭

平成26年度 1,621頭

平成27年度 1,763頭

イノシシの捕獲頭数


